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ー中労委救済命令ー

１月２２日、中央労働委員会は、私たちの主張を認め、２００３年４月に申立てた大阪地

労委の命令に続いてＪＲ東海会社の不当労働行為を認める命令を下しました。

主な内容は上記の通りですが、現在も、中労委命令に従う姿勢を見せていません。この期

におよんでジタバタしても、会社が行なっている行為がいかに社会的に通用しないのかがこ

。 、 。れではっきりしたのではないでしょうか 会社は 一日も早く中労委命令に従うべきです

会社は 「命令と服従 「規律と忠誠心」の社員管理を徹底するために、理不尽な業務命令、 」

やサービス労働を強要しています。私たちは、個人の意思や労働組合の主張を受け入れない

今の会社の中で、堂々と組合活動を進めています。しかし、労働協約に書かれているビラ配

布や掲示板での組合活動を会社は認めようとはしません。これは明らかに協約違反であり、

勝手に掲示物を剥がす行為は不当労働行為です。

この間の私たちＪＲ東海労の闘いによって、労働委員会、裁判所では「掲示物の撤去は不

当労働行為である」と認める判決・命令が立て続けに出されています。今や「会社の常識」

は社会の非常識となって社会的に明らかになっています。私たちはこれからも、堂々と職場

での労働運動を具体的に進めていきます。

１月３１日、今回の勝利命令を全体で確認するために「中労委（K）勝利報告集会」を開

催しました。本部、地本、地本内の各分会から激励の挨拶を受け、その後の祝勝会では勝利

。 。の美酒を味わいました 書面をお借りして激励を頂きましたお礼に代えさせていただきます

＊裏面に当日の「集会アピール」があります。



集会アピール

１月２２日、中央労働委員会は中労委（ （①組合掲示物の不当撤去②地方苦情処理会K）
議の未開催③フォロー試験における組合差別④当時山口分会長に対する訓告処分の撤回⑤謝

18 19 21 2003罪文の掲示 中労委平成 年 不再 第 号 号事件 において私たちの主張を認め）「 （ ） 、 」 、

年 月に申立てた大阪府労委に続く 東海会社の不当労働行為に対する救済命令を下しま4 JR
した。

救済命令の内容は、会社が行った４７点（再審査申立ては 点）の組合掲示物の不当撤53
去と、監視カメラの角度を変えたとして当時山口分会長に対して行った訓告処分とボーナス

カットは「組合の弱体化を企図したものといわざるを得ない」として不当労働行為を認定し

ました。

年 月、大二運の組合掲示板に向けられたカメラは組合活動を監視するものである2003 4
として大阪地労委に申し立てました。審問の 中、会社は、当時山口分会長が監視カメラを

触って角度を変えたとして問題をすり替え不当にも処分とボーナスカットをしかけてきまし

た。 年３月２６日、地労委は 「カメラを触り防犯機能を失わせたとして訓告処分しボ2006 、

、 」ーナスカットの不利益取扱いをし もって組合の弱体化を企図したものといわざるを得ない

とし、不当処分が弱体化を狙った組合活動への介入であると判断しました。その地労委命令

に沿って今回の中労委でも私たちの主張を認める命令を下したのです。

また、この勝利は、私たちのこの間の１５件の自前の労働委員会の闘いが創り出した成果

であります。会社にして、掲示物をそうそう勝手に剥がせない状態を我々自身の闘いで創り

出した事を再度確認しようではありませんか。

昨年の大一両分会の東京高裁での連続した勝利判決や、大三両分会の職場内のビラ配布に

対する勝利命令は、当たり前の組合活動を否定する会社において私たちの組合活動が認めら

れた判決でした。そして今回の勝利命令もその結果に続くものであり、今日の日本労働運動

総体が体制内に押し込められる中においての画期的な勝利判決・命令でありました。労働委

員会や裁判所の第三者機関ではありますが職場における当たり前の労働運動を認めさせた闘

いとして、ＪＲのみならず組織内外に広め自信をもって堂々と闘っていこうではありません

か。

昨年、名古屋地本加藤誠二さんの不当懲戒解雇に対して 「仲間の首を切られて黙ってい、

られるか」という決意で「主任レポート」反対の闘いを闘い抜きました。組合員が職場で、

管理者と一対一で向き合うという、まさしく俺は東海労組合員だという存在意義をかけた闘

いでした。

私たちは、加藤誠二さんと美世志会の仲間の職場復帰を目指すために、 総連の全国のJR
仲間と共に職場からさらに闘っていきます。勝ち取った勝利命令をバネにし、吹き荒れる反

動の嵐に抗して職場から共に闘っていこうではありませんか。

２００８年１月３１日 東海労新幹線関西地方本部JR
東海労大阪第二運輸所分会JR

中労委（ ）勝利報告集会K


